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研究の背景

近年増えつつあるフリーバーンは、フリーストールバーンに比べ牛の自由度が高く、牛にやさしい牛舎と言えるだろう。
特に、糞尿の堆肥化が容易で、かつ牛の蹄病の少ないことも大きなメリットである。しかし、最大の欠点はワラや木屑な
どの敷料を充分補給する必要があり、その敷料確保が難しい点である。

そこで、牛がフリーバーンのベッド上で糞尿をしなくなれば、敷料確保の問題が解消されるだろうと考え、牛のトイレの
しつけに挑戦することにした。（特許出願中）

トレーニング初期

牛のトイレのしつけは可能！
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牛の移動訓練は可能
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排泄

・牛は起立直後に排泄する傾向が強い。

・起立直後に牛がフィードステーションへ
移動すれば運動エリアで排泄する。
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起立検知機装着時

起立検知機内部
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無線信号

パソコンに送信

水銀スイッチ

起立検知率 → 96.7％
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排泄増加

エリアごとの排泄回数
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移動訓練の原理


